
策

理により、他資料の決

名

算額と差異が生じてい

森

る場合もあります。

林保全 基本目標 安全・安

No. 事務事業

心

名 活動内容 コスト（事

に

業費：千円）

里山再生

暮

事業 令和　４年度 令和

ら

　５年度 令和　５年度

せ

令和　６年度 令和　４

る

年度 令和　５年度 令和

ま

　５年度 令和　６年度

ち

活動指標名 単位
実績 計

要

画 実績 計画 決算 当初予

施

算 決算 当初予算
全体事

策

業概要
①

茶臼山維持管

の

理業務委託 件 １ 1 1 1

目

富士山の景勝地である

的

小沢地区茶臼山を、展

健

望台とし
て整備したこ

全

とに伴い、草刈り等の

な

維持管理を行う。 83

森

75 75 75

②

令和　

を

７年度の優先度

③2 　

育

□ Ａ　　　 □ Ｂ

成

　　　 □ Ｃ　　　

し

 □ Ｄ　

NPO法人

、

三島フォレストクラブ

土

に委託し、契約期間に

砂

9回の維持管理業務を

災

実施した。
■ 計画ど

害

おり   
令和　５年

の

度
□ 遅延     

防

    
の評価

□ 進

止

展なし     

■ 

を

維持　□ 拡大 継続し

は

て茶臼山展望台の維持

じ

管理業務を行う。
事業

め

区分 □ 自治事務  

と

 □ 法定受託   

す

□ その他
今後の方向

る

性 □ 縮小　□ 改善

森

（改善措置等）□ 休

林

止　□ 終了
計画対象

の

□ 実施計画査定対象

も

  □ 行政改革対象

つ

 
□ 廃止　　　　 

公益的機能の増進を図るとともに、合理的な水利用の推進とかん養量の増加を図り、水資源を確保すること。

施策の方向 森林の保全

施策の目的に沿った事業を実施した。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 ・森林経営管理制度における森林整備を継続するとともに、林業経営が可能な森林については森林事業体へ森林経営計画の作成を支援する。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 ・小沢の里と茶臼山の維持管理業務を引続き実施する。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コス

1

ト（事業費：千円）

放

頁

置竹林対策事業 令和　

令

４年度 令和　５年度 令

和

和　５年度 令和　６年

 

度 令和　４年度 令和　

5

５年度 令和　５年度 令

年

和　６年度
活動指標名

度

単位
実績 計画 実績 計画

　

決算 当初予算 決算 当初

　

予算
全体事業概要

①
竹

事

破砕機使用講習会 回 2

務

2 2 2
里山を再生し健

事

全な森への転換を図る

業

ため、竹破砕機
の講習

評

会の開催や貸し出しに

価

より市民の意識向上を

表

図 47 113 102 6

（

4
る。

②
竹破砕機貸出

個

回 10 12 3 8

令和　

票

７年度の優先度

③1 　

）

□ Ａ　　　 □ Ｂ

課

　　　 □ Ｃ　　　

名

 □ Ｄ　

竹破砕機使

産

用講習会を11月と3

業

月に実施した。貸出件

文

数は令和4年度から7

化

件減少した。
□ 計画

部

どおり   
令和　５

農

年度
□ 遅延    

政

     
の評価

■ 

課

進展なし     

■

作

 維持　□ 拡大 竹破

成

砕機使用講習会は年2

日

回開催し、竹破砕機の

令

貸出に対応できるよう

和

日々のメンテナンスを

　

実施する。
事業区分 □

６

 自治事務   □ 

年

法定受託   □ そ

　

の他
今後の方向性 □ 

８

縮小　□ 改善
（改善

月

措置等）□ 休止　□

　

 終了
計画対象 □ 実

１

施計画査定対象  □

日

 行政改革対象 
□ 

概

廃止　　　　 

※決算

施

額については、端数処



策

合、原則その森林所有

名

者にて実施していただ

森

くことし、自治会や町

林

内会からの要望
（改善

保

措置等）□ 休止　□

全

 終了 があった際は、

基

自治会、市職員及びボ

本

ランティア団体による

目

共同作業にて実施する

標

。
計画対象 □ 実施計

安

画査定対象  □ 行

全

政改革対象 
■ 廃止

・

　　　　 

※決算額に

安

ついては、端数処理に

心

より、他資料の決算額

に

と差異が生じている場

暮

合もあります。

らせるまち

要 施策の目的

No. 事務事業名 活

健

動内容 コスト（事業費

全

：千円）

林道維持管理

な

事業 令和　４年度 令和

森

　５年度 令和　５年度

を

令和　６年度 令和　４

育

年度 令和　５年度 令和

成

　５年度 令和　６年度

し

活動指標名 単位
実績 計

、

画 実績 計画 決算 当初予

土

算 決算 当初予算
全体事

砂

業概要
①

修繕 件 4 2 5

災

2
林道の適正な管理の

害

ため、必要な維持管理

の

を行う。
5,068 6

防

,805 6,173 7

止

,005

②
林道草刈り

を

件 3 3 3 3

令和　７年

は

度の優先度

③4 　□ 

じ

Ａ　　　 □ Ｂ　　

め

　 □ Ｃ　　　 □

と

 Ｄ　

林道利用者から

す

の要望を基に事業を実

る

施することができた。

森

■ 計画どおり   

林

令和　５年度
□ 遅延

の

         
の

も

評価
□ 進展なし  

つ

   

■ 維持　□ 

公

拡大 林業実施路線を優

益

先して対応していく。

的

事業区分 □ 自治事務

機

   □ 法定受託 

能

  □ その他
今後の

の

方向性 □ 縮小　□ 

増

改善
（改善措置等）□

進

 休止　□ 終了
計画

を

対象 ■ 実施計画査定

図

対象  □ 行政改革

る

対象 
□ 廃止　　　

と

　 

ともに、合理的な水利用の推進とかん養量の増加を図り、水資源を確保すること。

施策の方向 森林の保全

施策の目的に沿った事業を実施した。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 ・森林経営管理制度における森林整備を継続するとともに、林業経営が可能な森林については森林事業体へ森林経営計画の作成を支援する。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 ・小沢の里と茶臼山の維持管理業務を引続き実施する。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コス

2

ト（事業費：千円）

間

頁

伐事業 令和　４年度 令

令

和　５年度 令和　５年

和

度 令和　６年度 令和　

 

４年度 令和　５年度 令

5

和　５年度 令和　６年

年

度
活動指標名 単位

実績

度

計画 実績 計画 決算 当初

　

予算 決算 当初予算
全体

　

事業概要
①

間伐（支障

事

木撤去）個所 箇所 0 1

務

0 0
森林法第５条の区

事

域以外の森林における

業

間伐（支障木 数
撤去）

評

を行う。 0 100 0 0

価

②

令和　７年度の優先

表

度

③3 　□ Ａ　　　

（

 □ Ｂ　　　 □ 

個

Ｃ　　　 □ Ｄ　

令

票

和5年度は、道路（市

）

道、農道、林道）沿い

課

等の民有林において、

名

自治会や町内会から公

産

共交通等の支障とな
□

業

 計画どおり   
令

文

和　５年度 る枯損木等

化

の伐採、撤去等の依頼

部

はあったものの、自治

農

会、市職員及びボラン

政

ティア団体による共同

課

作業にて実
■ 遅延 

作

        
の評

成

価 施したため、事業費

日

を執行することなく削

令

減できた。
□ 進展な

和

し     

□ 維持

　

　□ 拡大 令和6年度

６

以降も、道路（市道、

年

農道、林道）沿い等の

　

民有林において、公共

８

交通等の支障となる枯

月

損木等の伐
事業区分 □

　

 自治事務   □ 

１

法定受託   □ そ

日

の他
今後の方向性 □ 

概

縮小　□ 改善 採、撤

施

去等の必要が生じた場



策

額については、端数処

名

理により、他資料の決

森

算額と差異が生じてい

林

る場合もあります。

保全 基本目標 安全・安心

No. 事務事業

に

名 活動内容 コスト（事

暮

業費：千円）

森林環境

ら

管理事業 令和　４年度

せ

令和　５年度 令和　５

る

年度 令和　６年度 令和

ま

　４年度 令和　５年度

ち

令和　５年度 令和　６

要

年度
活動指標名 単位

実

施

績 計画 実績 計画 決算 当

策

初予算 決算 当初予算
全

の

体事業概要
①

間伐実施

目

面積（事業者が ha 5

的

4.04 90 81.3

健

2 120
森林経営管理

全

制度に基づき、①森林

な

所有者への経営管 行う

森

ものも含めた面積）
理

を

意向調査、②意向調査

育

結果を反映した経営管

成

理権集 16,739 1

し

6,700 16,62

、

1 21,250
積計画

土

の作成、③集積計画地

砂

における森林整備とい

災

う
②

意向調査実施数 箇

害

所 1 1 1 1
一連のサイ

の

クルを実施し、市の実

防

情に合わせた森林整
備

止

を行う。 令和　７年度

を

の優先度

③
集積計画作

は

成数 件 2 1 2 2
6 　□

じ

 Ａ　　　 □ Ｂ　

め

　　 □ Ｃ　　　 

と

□ Ｄ　

森林経営管理

す

制度に基づき、意向調

る

査を１箇所で実施、経

森

営管理権集積計画を２

林

件作成、森林整備（間

の

伐）を２
■ 計画どお

も

り   
令和　５年度

つ

箇所で実施した。事業

公

体による経営計画の間

益

伐面積も概ね計画どお

的

り進み、令和４年度実

機

績は森林経営管理制度

能

□ 遅延      

の

   
の評価 の間伐と

増

合わせて目標を上回っ

進

た。また、意向調査実

を

施数と集積計画作成数

図

も計画を上回ることが

る

できた。
□ 進展なし

と

     

■ 維持　

と

□ 拡大 森林経営管理

も

制度による森林整備は

に

、令和４年度以降、①

、

森林所有者への経営管

合

理意向調査（1年目）

理

、②意向
事業区分 □ 

的

自治事務   □ 法

な

定受託   □ その

水

他
今後の方向性 □ 縮

利

小　□ 改善 調査結果

用

を反映した経営管理権

の

集積計画の作成（2年

推

目）、③集積計画地に

進

おける森林整備（3年

と

目）というサイ
（改善

か

措置等）□ 休止　□

ん

 終了 クルで進めてい

養

く。よって、前年に作

量

成した集積計画に基づ

の

き間伐を毎年実施して

増

いく。
計画対象 ■ 実

加

施計画査定対象  □

を

 行政改革対象 
□ 

図

廃止　　　　 

り、水資源を確保すること。

施策の方向 森林の保全

施策の目的に沿った事業を実施した。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 ・森林経営管理制度における森林整備を継続するとともに、林業経営が可能な森林については森林事業体へ森林経営計画の作成を支援する。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 ・小沢の里と茶臼山の維持管理業務を引続き実施する。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コス

3

ト（事業費：千円）

小

頁

沢の里維持管理事業 令

令

和　４年度 令和　５年

和

度 令和　５年度 令和　

 

６年度 令和　４年度 令

5

和　５年度 令和　５年

年

度 令和　６年度
活動指

度

標名 単位
実績 計画 実績

　

計画 決算 当初予算 決算

　

当初予算
全体事業概要

事

①
建物補強の実施 回 1

務

1 1 1
NPO法人三島

事

フォレストクラブの活

業

動拠点として建物
を維

評

持管理するとともに、

価

ウォーキングコースの

表

休憩 282 339 26

（

4 328
地として公衆

個

トイレの管理を行う。

票

②

令和　７年度の優先

）

度

③5 　□ Ａ　　　

課

 □ Ｂ　　　 □ 

名

Ｃ　　　 □ Ｄ　

令

産

和5年度は、小沢の里

業

の維持管理について管

文

理協定を締結している

化

NPO法人に対し、建

部

物の屋根の補修用資材

農

を
■ 計画どおり  

政

 
令和　５年度 提供し

課

、補強を実施した。
□

作

 遅延       

成

  
の評価

□ 進展な

日

し     

■ 維持

令

　□ 拡大 引き続き、

和

建物に補強の必要性が

　

生じた場合は、補強を

６

実施する。
事業区分 □

年

 自治事務   □ 

　

法定受託   □ そ

８

の他
今後の方向性 □ 

月

縮小　□ 改善
（改善

　

措置等）□ 休止　□

１

 終了
計画対象 □ 実

日

施計画査定対象  □

概

 行政改革対象 
□ 

施

廃止　　　　 

※決算


